


　

　　　亜熱帯気候・風土が建築物を傷める！？

　　　ピロティ建築が多い！

　　　想定地震力が現行よりも小さい時期があった！？

沖縄の建築物の特徴

建築設計する際に想定する地震力は、地震の起

こりやすさによって地域ごとに異なる地域係数を

用いて計算します。1981年建築基準法が改正さ

れる以前で現行の地域係数0.7と定められるまで

は、地域係数に相当する水平震度は、基準値の

1/2(0.5)となっていました。

また、沖縄に限ったことではありませんが、コ

ンクリート柱の鉄筋量も、現行より低減されてい

ました。

沖縄には当時設計された建物が数多く残ってお

り、地震に備え安全の確認が必要です。

紫外線が強く台風の通り道である沖縄では、外壁の塗装の剥離が早まりコンクリートの

劣化の原因となっています。また、海に囲まれているため、コンクリートのひび割れから

進入した飛来塩分によって、鉄筋の腐食やコンクリートの剥離・剥落など、建物の耐久性

が低下する要因となっています。

さらに、沖縄国際海洋博覧会が開催された1975年頃に建てられた建物の中には、除塩

不足の海砂を使用したコンクリートが原因で鉄筋の腐食が進行している建物も見受けられ

ます。

壁の無い弱い部分に地震力は集まる

沖縄では、ＲＣ造の建築物が台風やシロアリ被

害に強いことから、戦後急速に普及しました。

また、広い駐車場を確保するために、「ピロティ

（げたばき形式）」が多いことも特徴です。

ピロティ建築では、1階に壁がなく、最大地震力

を柱だけで負担するため、設計時に安全の確認を

行う必要があります。

過去の大地震では、このようなピロティ形式の

建築物に多くの被害がでました。



　沖縄の建物の特徴を踏まえたうえで、さあ、耐震診断をやってみよう！という方が、設計事務所に
診断を依頼した場合の業務の流れです。診断には、おおむね2カ月程度を要します。さらに、第三者に
よる判定が必要な場合は、2カ月程度が追加されます(合計4カ月程度)。

材料試験

・コンクリート圧縮試験

・コンクリートの塩分濃度測定

・コンクリートの中性化測定

健 全耐震補強建 替 え
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予備調査

・設計図書の有無 ・建築年数の確認

・使用状況の確認 ・外観目視確認

耐震診断解析

現地調査

設計図面の復元
設計図面が無い場合に必要
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・補強費用が高い

・居住性が損なわれる

・目視確認で明らかに

劣化が進んでいる

・材料試験結果がわるい

耐震診断の流れ






